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か
つ
て
吉き

ら
の
し
ょ
う

良
荘
と
呼
ば
れ
た
現
在
の
西

尾
市
の
大
部
分
の
地
域
は
、
承
久
３
（
１

２
２
１
）
年
に
起
こ
っ
た
承
久
の
乱
の
後
、

足
利
義
氏
の
所
領
と
な
り
ま
し
た
。
義
氏

の
子
孫
は
後
に「
吉
良
」を
名
乗
り
、
室
町

幕
府
の
将
軍
家
・
足
利
氏
の
一
門
と
し
て

別
格
の
扱
い
を
受
け
ま
し
た
。
吉
良
氏
は

菩ぼ

提だ
い

寺じ

の
実
相
寺（
上
町
）や
西
尾
城
の
前

身
・
西
条
城
を
中
心
に
西
尾
を
本
拠
と
し
、

子
孫
に
は
江
戸
時
代
の
元
禄
赤
穂
事
件
で

知
ら
れ
る
吉
良
上こ

う
ず
け
の
す
け

野
介
義よ

し

央ひ
さ

が
い
ま
す
。

２
０
２
１
年
は
承
久
の
乱
か
ら
８
０
０

年
に
当
た
り
、
同
時
に
西
尾
市
が
合
併
１０

周
年
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
文
化
振
興
と

観
光
客
の
誘
客
を
推
進
し
、
市
民
の
融
和

を
さ
ら
に
進
め
る
こ
と
を
目
的
に
「
吉
良

氏
８
０
０
年
祭
」
の
開
催
を
計
画
。
２
０

１
５
年
に
吉
良
公
史
跡
保
存
会
と
西
尾
・

岩
村
友
好
の
会
が
中
心
と
な
っ
て
準
備
委

員
会
を
設
立
し
ま
し
た
。
機
運
を
高
め
る

た
め
、
吉
良
氏
に
関
わ
る
講
演
会
な
ど
を

開
催
。
今
年
の
２
月
２３
日
に
実
行
委
員
会

吉
良
氏
８
０
０
年
祭
の
概
要

吉
良
氏
８
０
０
年
祭
を

２
０
２
３
年
ま
で
展
開

鎌
倉
時
代
か
ら
戦
国
時
代
ま
で
約
３
４
０
年
間
に
わ
た
り
西
尾
を
治
め

た
吉
良
氏
。
２
０
２
１
年
は
吉
良
氏
が
西
尾
へ
進
出
す
る
き
っ
か
け
と
な

っ
た
承
久
の
乱
か
ら
８
０
０
年
と
な
る
節
目
の
年
で
す
。
地
域
の
文
化
遺

産
を
活
用
し
、
文
化
振
興
と
観
光
客
の
誘
客
を
推
進
す
る
た
め
、「
吉
良
氏

８
０
０
年
祭
」
を
今
年
４
月
か
ら
２
０
２
３
年
３
月
ま
で
展
開
し
ま
す
。

問
吉
良
氏
８
０
０
年
祭
実
行
委
員
会
事
務
局
（
☎
５６
・
６
６
６
０
／
岩
瀬

文
庫
・
文
化
振
興
課
内
）
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が
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。
実
行
委
員
会
で

は
、「
吉
良
氏
８
０
０
年
祭
復
古
創
新
～
８

０
０
年
の
心
響（kodou

）」
と
題
し
た
事

業
を
計
画
し
、
２
０
２
３
年
３
月
ま
で
さ

ま
ざ
ま
な
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

●
事
業
計
画

史
実
に
基
づ
く
事
業
…
中
世
吉
良
氏
顕
彰

祭
、
吉
良
氏
関
連
記
念
冊
子
の
発
行
な

ど
６
事
業

誘
客
・
市
民
参
加
事
業
…｢

神
谷
傳で

ん

兵べ

衛え｣

の
史
跡
ツ
ア
ー
、
今
川
義
元
生
誕
５
０

０
年
歴
史
探
訪
ツ
ア
ー
な
ど
９
事
業

連
携
事
業
…
吉
良
氏
８
０
０
年
祭
フ
ラ
ッ

グ
掲
出
、
岩
瀬
文
庫
企
画
展
や
西
尾
市

資
料
館
と
の
連
携
な
ど
８
事
業

新
た
な
街
づ
く
り
推
進
・
連
携
事
業
…
復

古
創
新
～
城
下
町
の
新
た
な
街
づ
く
り
、

エ
ン
ジ
ン
０１
文
化
戦
略
会
議
（
文
化
人

に
よ
る
講
演
会
）
な
ど
３
事
業

２
月
２３
日
の
実
行
委
員
会
設
立
総
会
の

終
了
後
、「
吉
良
氏
と
松
平
氏
」
を
テ
ー
マ

に
國
學
院
大
學
講
師
で
歴
史
学
者
の
平
野

明
夫
氏
に
よ
る
記
念
講
演
会
が
行
わ
れ
ま

記
念
講
演
会
を
開
催

し
た
。
会
場
に
は
大
勢
の
人
が
訪
れ
、
婚こ

ん

姻い
ん

関
係
を
結
ぶ
な
ど
深
い
関
係
に
あ
っ
た

吉
良
氏
と
松
平
氏
に
つ
い
て
の
分
か
り
や

す
い
解
説
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

平野明夫氏の講演

（県指定文化財／実相寺蔵）

吉良満貞らの発願により貞治元（１３６２）年
に造立された木造釈迦三尊像
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鎌
倉
幕
府
と
朝
廷
が
争
っ
た
承
久
の
乱

は
、
幕
府
側
の
勝
利
に
終
わ
り
ま
し
た
。

幕
府
方
と
し
て
戦
に
貢
献
し
た
足
利
義
氏

は
、
三
河
国
の
守
護
（
国
の
治
安
を
維
持

す
る
役
職
）
と
吉
良
荘
な
ど
の
地
頭
（
荘

園
の
行
政
を
行
う
役
職
）
に
任
じ
ら
れ
ま

す
。
義
氏
の
当
初
の
後
継
者
は
長
男
と
い

わ
れ
る
長
氏
で
し
た
が
、『
今
川
家
譜
』
に

よ
れ
ば
、
鎌
倉
幕
府
の
執
権
・
北
条
泰
時

の
娘
を
母
と
す
る
弟
の
泰
氏
が
足
利
本
宗

家
を
継
ぎ
、
母
親
の
家
柄
の
違
い
で
庶
子

と
さ
れ
た
長
氏
は
、
吉
良
・
今
川
氏
の
祖

と
な
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
経
緯
に
よ
り
、
吉
良
氏
は
室
町
幕

府
の
将
軍
家
・
足
利
氏
の
一
門
と
し
て
、

石
橋
氏
、
渋
川
氏
と
共
に
御
一
家
（
御
三

家
）
と
し
て
重
き
を
な
し
ま
し
た
。
中
で

も
吉
良
氏
は
そ
の
筆
頭
と
し
て
管
領
（
幕

府
の
執
務
を
統
括
す
る
役
職
）
以
上
の
高

い
家
格
を
保
持
。
分
家
の
今
川
氏
と
共
に

「
御
所（
将
軍
家
）が
絶
え
れ
ば
吉
良
が
継

ぎ
、
吉
良
が
絶
え
れ
ば
今
川
が
継
ぐ
」
と

い
わ
れ
た
ほ
ど
で
し
た
。
し
か
し
、
永
禄

４（
１
５
６
１
）年
に
三
河
統
一
を
進
め
る

松
平
元
康（
後
の
徳
川
家
康
）に
敗
れ
、
永

禄
６（
１
５
６
３
）年
～
７
年
に
蜂
起
し
た

際
も
再
び
松
平
氏
に
敗
北
し
、
没
落
し
ま

し
た
。

い
っ
た
ん
没
落
し
た
吉
良
氏
で
し
た
が
、

慶
長
５（
１
６
０
０
）年
の
関
ケ
原
の
戦
い

後
、
吉
良
義
定
が
家
康
の
家
臣
に
取
り
立

吉良氏の分家である今川氏の歴代中、最大の勢力
を誇った今川義元。今年は生誕５００年に当たります。
義元の命日の前日に、静岡県にある吉良氏や今川氏
ゆかりの地を巡るツアーを開催します。
対小学生以上の方
時５月１８日㈯　午前８時３０分集合　午後６時帰着
集合場所　文化会館、横須賀公園
行き先／内容
・最林寺（藤枝市）…華蔵寺（吉良町）を開いた吉良
義安の終

しゅう
焉
えん
の地で、住職から話を聞きます。

・臨済寺（静岡市葵区）…今川氏の菩提寺を訪れま
す。非公開のため外観のみ参拝
・駿府城（静岡市葵区）…今川館跡を現地ガイドの
解説を聞きながら見学します。
※昼食は静岡丸子名物とろろ汁を味わいます。

定４０人（抽選／最少催行人数３０人）
￥１人８,５００円
申３月３１日㈰までに、直接または電話で市観光協会
（☎６５・２４０４／西尾コンベンションホール内）へ。

吉良氏８００年祭　今川義元生誕５００年歴史探訪ツアー

足
利
将
軍
家
の
特
別
な
一
門

て
ら
れ
て
再
興
を
果
た
し
ま
す
。
そ
の
後
、

義
弥
、
義
冬
、
義
央
と
３
代
に
わ
た
っ
て

江
戸
幕
府
の
要
職
で
あ
る
高
家
（
典
礼
を

取
り
仕
切
る
役
職
）
を
務
め
ま
し
た
。

し
か
し
、
元
禄
１４（
１
７
０
１
）年
に
赤

穂
藩
主
・
浅
野
匠た

く
み
の
か
み頭
長な

が

矩の
り

が
江
戸
城
の
大

廊
下
で
突
然
義
央
を
斬
り
つ
け
る
事
件
が

発
生
。
浅
野
は
切
腹
、
赤
穂
藩
浅
野
氏
は

取
り
つ
ぶ
し
と
な
っ
た
こ
と
で
、
元
禄
１５

（
１
７
０
２
）年
に
赤
穂
藩
士
が
義
央
を
殺

害
す
る
元
禄
赤
穂
事
件
が
起
こ
り
ま
し
た
。

討
ち
入
り
を
亡
君
へ
の
義
挙
と
す
る
世
論

に
勝
て
ず
、
幕
府
は
隠
居
し
た
義
央
に
代

わ
っ
て
当
主
に
な
っ
て
い
た
義
周
を
諏
訪

（
現
在
の
長
野
県
諏
訪
市
）に
幽
閉
し
、
吉

良
家
を
取
り
つ
ぶ
し
と
し
ま
し
た
。
３
年

後
、
失
意
の
中
で
義
周
は
病
死
。
鎌
倉
時

代
以
来
の
名
家
・
三
河
吉
良
氏
の
嫡ち

ゃ
く

流り
ゅ
う

は

こ
こ
で
断
絶
し
ま
し
た
。

元
禄
赤
穂
事
件
は
後
に「
忠
臣
蔵
」と
し

て
国
民
的
な
演
劇
と
な
り
、
創
作
の
中
で

敵
役
に
さ
れ
た
義
央
は
汚
名
を
着
せ
ら
れ

ま
し
た
。
し
か
し
、
地
元
で
は
水
害
を
防

ぐ
た
め
に
黄こ

が
ね金
堤
を
築
い
た
り
、
新
田
開

発
を
進
め
た
り
す
る
な
ど
善
政
を
敷
い
た

名
君
と
し
て
知
ら
れ
、
親
し
み
の
念
か
ら

「
吉
良
さ
ん
」と
呼
ば
れ
て
今
も
な
お
尊
敬

を
集
め
て
い
ま
す
。

吉
良
氏
の
再
興
と
元
禄
赤
穂
事
件

黄金堤に建つ義央の銅像

（
６
代
略
）

奥
州
へ

（
３
代
略
） 室

町
幕
府

初
代
将
軍

金
閣
寺
を

建
立

東
条
吉
良
氏

西
条
吉
良
氏

（
９
代
略
）

　は親子関係で
ないことを示す

吉
良
氏（
三
河
吉
良
氏
）

吉良氏系図

（市指定文化財／華蔵寺蔵）
吉良義定木像
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（
２
代
略
）

義継
吉
良
氏

泰氏
足
利
氏

満氏

貞義

満貞

国氏
今
川
氏

義詮

義満 義貴

氏真

範以 女

長氏

満義

足利義氏

尊氏

義元

義安

貞家

義定

義冬

直房 女

義周

義央

義弥
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